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昭和54年度に試験された病害虫防除薬剤 87

理方法に問題が残された。

8ミカンハモグリガ（2剤）

ミカントップ乳剤2，000倍の10日間隔31可散布は優

れた効果を示した。また、TI-78水和剤1,000倍の効

果は十分で実用性が期待されたが，葉や果実に薬害がみ

られた。

9シャクトリムシ，ミノムシ類（1剤）

サリチオン乳剤1,000倍は残効性に欠けるものの，速

効的殺虫力は十分で，実用性が期待された。

19ミカンツボミタマバエ（2剤）

スミチオン乳剤1,000倍の樹冠部と地而散布は成虫

の発生や幼虫の食入を防止し，トクチオン徴粒剤Fの6

kg/10aの地面散布は成虫の発生を抑え，ともに実用性

が期待された。

11ミカンハダニ（25剤）

スノコ7E(サンスプレー7E)75倍の3月散布は5

月までハダニの発生を抑え，実用性が期待された。カネ

マイト乳剤(ACIN-19乳剤),クミアイ98オイル，サ

マーマシン98,SSI-0791乳剤,TAI-50乳剤の各200

倍とNNI-767油剤150倍,SI-7827乳剤150倍の6

月散布は実用性が期待された（以上マシン油乳剤)。

ダニモール乳剤1,000倍はケルセン感受性のハダニ

で,B1-5452乳剤1,000倍は秋期のハダニに，カヤホ

ープFL,HI-78水和剤,NA-71乳剤の各1,000倍は

いずれも実用性が認められた。また，ケルセンK1Jの

500g/10aはハウス内で,7961水和剤と111-7901水和

剤は各1,000倍で，いずれも実用性が期待された。

基礎的試験の行われたUC-55248乳剤は殺成虫力は

劣るが殺卵・幼虫力に優れ，実用性が期待された。

12ミカンサビダニ（3剤）

オサダン水和剤3,000倍の実用性が認められた。しか

し，多発条件では2，000倍が必要であろう。

13薬害（3剤）

TI-78水和剤の1,000倍はウンシュウミカンに薬害

は承られなかったが,500倍では，更にハッサクとオレ

ンジには1,000倍で，葉や果実に薬害がみ､られた。SSI-

0791乳剤150倍の6月散布は落葉などの薬害はゑられ

ず,7961水和剤1,000倍の6月散布はウンシュウミカ

ンの果実に薬害の例が染られた。いずれも更に検討を要

すると思われる。

14パイナップルのコナカイガラムシ（1剤）

スプラサイド乳剤1,000～2,000倍の苗の浸漬,1,000

倍の散布はともに優れた効果を示し，実用性が期待され

た。 （ 果 樹 試 験場興津支場是永龍二）

殺菌 剤

28薬剤が,12種の病害ならびに薬害に対して試験さ

れた。ほかにl薬剤がパイナップルの病害に対して試験

された。

1そうか病

KU1--5202水和剤（フルオルイミド40%,既存化合

物35％)が昨年に続き試験された結果は，500倍で対照

薬剤のメルクデラン水和剤1,000倍に比べてやや力不足

の感はあるものの，実用性ありと判断された。BD-16水

利剤(TPN60^,ベノミル10%)は500倍でメルク

デラン水和剤を上回る防除効果を示したが，黄斑症を誘

発する恐れのあることが指摘されたので，再度試験をす

ることが望まれた。

2黒点病

6薬剤についてダイセン水和剤との比較が行われた。

KUF-5202水和剤,KUF-5203水和剤（フルオルイ

ミド40％，有機銅35％）はいずれも500倍でダイセン

並ぶの防除効果をあげた。2薬剤とも2年目の試験であ

り，おおむね実用に耐えるものと判断された。BD-16水

和剤も500倍で実用性ありと判断されたが,前述のよう

に，黄斑症様症状を起こすことがあるので，再検討が必

要である。ワックス固型分60％を含むSS-7814をサー

バー水和剤に添加した場合の増強効果が試験され，500

倍の添加で単用よりも効果があがること，その防除効果

はダイセンと同等か優れることが分かった。

3かいよう病

試験された7薬剤のうち，最も有望なものは,TOC-

158水和剤（有機銅，無機銅配合水和剤，銅含量30%)

であった。500倍，600倍とも対照薬剤のコサイド水和

剤2,000倍に比べて優れた効果を示した。ただし薬害軽

減剤を添加しないと薬害が出るので，600倍で用いたほ

うが安全だと思われる。塩基件塩化銅を主剤としたYF-

1110水和剤(26.2%,銅として14%),ドイツボルドー

30(50.4％，銅として30％)は薬害軽減剤を添加しなく

ても使えるということで期待されたが，対照のコサイド

水和剤2,000倍（クレフノン200倍加用）と同等の効

果を示す例と劣る例とがゑられ，安定した効果を示さな

かった。特に後者は，7～8月の散布で薬害が激しかっ

た。塩基性硫酸銅を主剤としたzボルドー（銅として

32％）もおおむね高い防除効果を示したが，やや振れが

翠られた。かいよう病防除薬剤は，シヤープな効き目の

ものが待望されながら，今年も防除効果と薬害の両面か

ら従来の薬剤を大きく引き離す特効薬剤は出現しなかっ

た。
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